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このうち, 家族の意思決定に最も重大な影響を与える ｢“第一人者” は ｢家族員｣ であり｣ (B.
Paolucci 1977), 家族員独自の ｢価値観｣ は, 家族の意思決定に極めて重要な役割を果たしてい
る｡ 家族員の価値は, 個人的価値, 道徳的価値, 社会的価値に分けられ, 個人の持つ多様な価値
意識は, 価値志向となってパターン化される｡ 価値志向は, 個人や家族に秩序を与え, 方向性を
持たせている｡
換言すれば, 家庭経営とは, 家族がその資源・近接環境との相互作用によって, 家族の目標達
成を目指す行為である｡ そして, マネジメントの要件は, ｢価値｣ を明確にした上で, ｢目標｣
｢基準｣ を設定し, 資源を用いることである｡ すなわち, マネジメントに際しての要件には ｢価
値｣ ｢目標｣ ｢基準｣ があり, これら三者間の関連性を次のように捉える事が出来る｡
1) 価 値
人が属する集団や社会によって育成される｡ その基本的価値付けは, 家族等との生活にお
ける行為の取捨選択, 資源の利用, 喜怒哀楽などを通して行われる｡ そして, 価値と価値と
を組み合わせたり, 比較し, 選択したりする中で新しい価値体系を構築する｡
2) 目 標















価値付けの過程により, 家族の目標が生まれ, それは絶えず変化していくのであるが, 基本的
な価値付けの過程こそが家族の選択行為を導き, そして, 家族の意思決定とそれに基づく行動に
よって, 家族の未来を形成していくのである｡









家族の意思決定の動機付けの要素として, 進むべき方向を示す ｢目標｣, 到達点を明らかにし
レベルを示す ｢基準｣ と, その根底に横たわる ｢価値 (価値意識)｣ があり, これらが密接に関










質問紙調査法に依った｡ 質問紙調査により, 4段階の評定尺度による自記式回答を得, 結果を
単純集計・クロス集計し, T検定により分析した｡
高校生と大学生を標本として取り上げ, 価値意識, 家族関係, 意思決定法を関係的に把握し,
比較検討することを目的とした｡
調査対象は鹿児島県内の高校生男女 304名と大学生 288名, 合計 592名, 調査用紙の配布・回
収は 2007年 12月から 2008年 1月にかけて行い, 回収率は 100％であった｡
 調査内容
質問項目は以下の 3点である｡ ①家族の意思決定に関わる価値意識とはどのようなものか, ②
家族の意思決定のどの事項 (場面) においてどの家族構成員の考え方が影響を与えるか, ③どの
ような方法で意思決定するのか｡
質問項目Ⅰにおいて, 家族の意思決定に関わる価値意識について 8つの小項目 (食・衣・住・
仕事・家庭生活・祖父母・母・父) を設定し, ｢とてもそう思う｣ ｢そう思う｣ ｢あまり思わない｣
｢思わない｣ の 4段階尺度による選択回答を求めた｡
質問項目Ⅱにおいては, ｢家族の意思決定場面における家族員の影響力｣ について ｢父・母・
あなた・その他の家族・その他・分からない｣ の中から複数可とし選択させた｡
調査項目Ⅲにおいては, 意思決定場面を提示し ｢どのような方法で選択に至るのか｣ について
質問し, ｢優先する価値を考慮し, 価値を順番に並べて選好の優先順位を付ける｣ ｢生活の中で制
限されていることを考慮し, 客観的に削除して決定する｣ ｢一つの行動に重点を置き単一の選択






図 1 夕食をする際に重視すること 図 2 衣服を購入する際に重視すること
図 3 住まいを選択する際に重視すること 図 4 仕事について重視すること
図 5 家庭生活においてあなたが重視すること 図 6 あなたから見て祖父母が重視していること
質問項目Ⅰでは, 食・衣・住・仕事・家庭生活・祖父母の生き方・母の生き方・父の生き方に
ついて, それぞれ何を重視しているか, 重視していると思うかと尋ねた｡
結果, 食に関する質問では, ｢食事がおいしいこと｣, 衣では, ｢色・デザイン・着心地・適正
な値段｣, 住では, ｢外観・日当たりや通風・費用｣ が重視されていた｡ 同様に重視されたものは,




結果を男女別にクロス集計し, T検定を行った結果, 女子が有意に重視している項目は, 食事
の ｢見た目が美しいこと・家族揃って食事をする｣, 衣服の ｢手入れが簡単であること・流行し
ていること・自分を表現できること｣, 家庭生活では, ｢子どもが学業や習い事に熱心であること・
子どもが家事をすること｣, 祖父母については ｢祖父母がよい友人に囲まれること・祖父母が家
事をすること｣ などである｡ 女子の方が見た目の美しさや, 家事の機能性, 家族関係を重視して
いる姿が窺えた｡
また, 同様に, 母親については, ｢母親が収入をえること｣ を女子が有意に重視していた｡ ｢母
親が家事をすること｣ を重視しているのは, 男子が多かった事から, 男子は女子に比較して, 女
性に家事役割を期待している｡
さらに, 大学生と高校生の比較では, 大学生の方が有意に ｢栄養バランスがとれていること・手
間がかからないこと・手入れが簡単であること｣ を重視し, 高校生は, ｢食事の見た目・衣服の
流行｣ の項目で有意に重視していた｡ 大学生の方が健康や労力の価値意識が高いことが分かった｡
158
図 7 あなたから見て母親が重視していること 図 8 あなたから見て父親が重視していること
仕事では, 高校生が ｢昇進すること｣ を重視し, 子どもの ｢学業や習い事・子どもの家事参加｣
も高校生が有意に重視していた｡ ほかに, 高校生の方が有意に重視している項目は, 母親につい
て, ｢地域の人と関わる・母親が収入を得る・仕事に熱心である｣ ことであり, 父親については,





ころ, 服の購入やデザインでは本人が最も多く (79.6％・93.4％) 自立型の意思決定パターンと
言える｡ テレビの購入やデザインでは父親が (74.6％・66.7％), 家事に関わる製品の購入やデザ
インは母親が多い (84.2％・83.7％)｡ 家の購入については, 父親が多く (86.2％), 家のデザイ
ンについては父母がほぼ等しい (69.0％・68.4％)｡ 外食をすることは母親 (75.6％), 外食の行
先は父親, 母親, 本人がほぼ同数 (53.5％・58.4％・54.9％) であった｡ 外食の行先は家族全員
の意見が重視される一致型の意思決定パターンである｡ 子どものしつけや, 母の仕事については
母が 8割～9割の割合で決定している｡ 本人の進学については, ｢本人｣, ｢父と母と本人｣, ｢母｣
の順に多い｡
家庭生活全般に関することは父親と母親の意見が反映されやすく, 母親と子どもの事は母親の

















男性 (N＝277) 70.0 27.1 2.9 0.0
女性** (N＝295) 82.4 15.9 1.4 0.3
人間関係がよいこ
と
男性 (N＝277) 64.6 30.3 4.7 0.4
女性***(N＝295) 78.3 20.7 1.0 0.0
子供(あなた)が家
事をすること
男性 (N＝277) 10.5 54.9 31.8 2.9





男性 (N＝277) 60.1 34.4 5.1 0.4
女性** (N＝295) 70.8 26.1 2.7 0.3
母親自身が趣味を
もつこと
男性 (N＝277) 32.9 45.8 19.5 1.8
女性* (N＝295) 46.8 34.9 15.9 2.4
父親自身が収入を
得ること
男性 (N＝277) 64.1 28.6 6.2 1.1
女性** (N＝295) 72.2 25.4 1.7 0.7














おいしいこと 男性 (N＝276) 58.7 39.1 1.8 0.4
女性** (N＝295) 71.5 27.5 0.7 0.3
見た目が美しいこ
と
男性 (N＝276) 12.0 47.8 35.9 4.3
女性** (N＝295) 15.9 57.3 24.7 2.0
家族揃って食事を
すること
男性 (N＝276) 19.9 43.1 27.5 9.4
女性***(N＝295) 29.5 44.4 22.0 4.1
好きな色やデザイ
ンであること
男性 (N＝277) 72.6 24.2 2.9 0.4




男性 (N＝277) 67.9 28.9 3.2 0.0
女性** (N＝295) 75.9 23.7 0.3 0.0
職場の人間関係が
よいこと
男性 (N＝277) 58.5 37.9 3.2 0.4
女性** (N＝295) 69.8 28.5 1.4 0.3





優先順位をつけて決定する｣ 方法である｡ しかし, ｢昼食の弁当の購入｣ は, ｢選好の優先順位を
つけて決定する (38.9％)｣ ｢すぐに決定する (33.3％)｣ が多いが, ｢仕事を決める｣ では, ｢選好
の優先順位をつけて決定する (75.6％)｣ ｢客観的に削除して決定する (12.6％)｣ ｢すぐに決定す
る (8.2％)｣ となる｡ ｢服を購入する｣ では, ｢選好の優先順位をつけて決定する (53.5％)｣ ｢客
観的に削除して決定する (21.5％)｣ ｢すぐに決定する (23.4％)｣ となる｡
男女で比較した場合, ほぼ同じ傾向を示したが, ｢仕事を決める｣ 方法の場合, 5％の危険率で
｢選好の優先順位をつけて決定する｣ と回答した女子が有意に多い｡ 大学生と高校生の比較では,
｢仕事を決める｣ 方法の場合, 5％の危険率で ｢選好の優先順位をつけて決定する｣ と回答した高
校生が多い｡
 ま と め
家族の意思決定の要因である価値意識, 家族関係, 意思決定法について検討してきたが, 価値





















大学生 (N＝288) 11.1 47.9 36.8 4.2
高校生** (N＝303) 16.2 56.8 24.4 2.6
流行しているこ
と
大学生 (N＝288) 8.3 30.9 47.9 12.8




大学生* (N＝288) 64.2 31.6 4.2 0.0
高校生 (N＝304) 53.9 39.8 6.3 0.0
安定した収入が
得られること
大学生 (N＝287) 59.9 38.0 1.7 0.3
高校生** (N＝303) 76.9 19.5 3.6 0.0
















大学生* (N＝288) 74.7 24.3 1.0 0.0
高校生 (N＝303) 69.1 26.3 4.3 0.3
母親自身が収入
を得ること
大学生 (N＝288) 16.4 43.2 33.1 7.3




大学生* (N＝288) 21.5 48.6 22.9 6.9
高校生 (N＝303) 26.3 50.7 19.4 3.6
* p＜0.05 ** p＜0.01 *** p＜0.001






員の意向が強く影響するかが異なり, 各成員に決定が委ねられる ｢自律型｣ や, 家族で意見を一
致させようとする ｢一致型｣ が混在していることが分かった｡
















⑪ 子供 (あなた) のしつけ





意思決定法については, ｢仕事を決めるとき｣ 等, より重大な意思決定場面において価値を順
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男性 (N＝273) 73.3 13.2 11.4 2.2















大学生 (N＝287) 71.4 16.7 9.8 2.1
高校生* (N＝297) 82.2 9.1 7.1 1.7
* p＜0.05
